第13章

1　次の例はテニスの実況中継から採ったものである。それぞれの例の根底にあるフレーム間またはメンタル・スペース間の認知的対応について説明し、コメントしなさい。

(a) This is a pivotal game (これは今後の展開を決めるような試合です)
(b) The match was a real slugfest (試合は本物の乱打戦だった)
(c) He really unloaded on that backhand (彼はあのバックハンドに力を入れた)

(d) He nailed that one down the line (彼女はあれをラインに強打した)

(e) Jones won in straight sets (ジョウンズはストレートで勝った)

(f) There’s a forest of photographers over there (向こうにカメラマンたちが林立している)
(g) His game is beginning to crack (彼のゲームはひびが入り始めている)

◆(a)　この例文は、テニスの試合が「動くモノ」であり、特定の結果への軌道は特定のゲームによって決定されるという考えに基づいている。そしてそのようなゲームはピボットとして働く(その点で試合は「回転する」)。

◆(b) slugfestという語は(ドイツ語からの)借用語Oktoberfest (10月祭)に基づいている。festは(festivalという語と関連している)は豊潤の概念と結びついているので、もし試合が強打を多く含んでいると、slugが「強く打つ」を意味することを考えれば、自然にslugfestという新造語につながる。

◆(c)　強いショットを打つプロセスは、銃の発射 (時に「弾を抜く」と言われる) のプロセスと類似している。あるいは、この表現は、ある話者にとっては、トラックの荷下ろしのプロセスを作り上げるかもしれない。この場合、ショットの強さは、重い荷の動きに対応する。

◆(d)　ラインに沿って強いショットを打つプロセスは、釘を打ち付けるプロセスと、正確さ、強さ、まっすぐの軌道が含まれる点で、似ている。

◆(e)　3セット連続で勝つプロセスは、一連のセットが真っ直ぐの切れ目のない線を構成する状況を含んでいるものと捉えられる。

2　次のそれぞれの表現についてコメントしなさい。

(a) I have wall-to-wall meetings all day (今日はびっしり一日中会議だ)
(b) They are trying to white-ant our program (彼らは私たちのプログラムをシロアリみたいに密かにだめにしようとしている)
(c) Some of the golfers had difficulty reading the greens (ゴルファーの中には芝を読むのに苦労している者もいた)
◆wall-to-wallという表現は、空間ドメインに適用され、通常はカーペットの叙述となる。(a)では、これが時間のドメインに転用され、空間を完全に覆うという概念は、ある特定期間の完全な「覆い」(即ち、時間の延長)という概念にマッピングされている。

◆シロアリに関連するフレームの際立った特徴は、シロアリが木材を食い荒らし建物をだめにする——シロアリは地下から攻撃するので、普通は、気づかれないうちに内密に——ことである。このフレームのこのような要素が(b)では、プログラムに対する内密の攻撃という概念に創造的にマッピングされている。

◆ゴルフでパットを成功させるには、ゴルファーはある特定の芝の特性をよく観察し、その特性がボールの動きにどのように影響を与えるか (直線を描くか、カーブを描くか、比較的速く動くかあるいは遅いか、等々) 予期できなくてはいけない。このシナリオにある観察、理解、予期というような要素の存在が (c) のreadという動詞の創造的な応用を動機づけている。

3　英語には、名詞から転換(つまり、何も形を変えずに名詞を動詞として使うこと)という語形成プロセスによって新しい動詞を作る傾向がますます広がっている。歴史的に見れば、次の動詞はこのようにして派生したものである。

　 chair (Who’s going to chair the meeting?　(会議の議長はだれがするの))、table (The student tabled a motion (その学生は動議を出した))、floor (That floored me completely (それは私を完全に打ちのめした))。次の名詞が動詞として使われるような例文をあげなさい。

　workshop (ワークショップ)、summit (頂上)、surface (表面)、screen (スクリーン)、 bus(バス)  
◆Let’s workshop that idea (このアイディアを研究してみよう); They are approaching the top of the mountain now and hope to sumit in half-an-hour (かれらは今山頂に近づいているところで、あと半時間で登頂したいと願っている) ; The submarine surfaced at dawn (潜水艦は夜明けに浮上した) ; The movie is screening this week (その映画は今週上映されている)　; They bussed the students to another campus (彼らは学生たちを別のキャンパスにバスで運んでいる)
4 　映画 “A Bridge Too Far”『遠すぎた橋』のタイトルから、too far(遠すぎる)という表現のさまざまな新しい用法が生まれた。例えば、He went a beer too farと言えば、それはどのような意味だろうか。too farという表現のこの拡張はどのような意味で創造的な動きだったのだろうか。

◆He went a beer too farは「彼はビールを１杯余分に飲みすぎた」という意味になるだろう。too farという表現のこのような拡張は、空間ドメインでの概念を量のドメイン、特に過剰のドメインに、創造的に使っている。

5　オーストラリアでは、「クレイトン」(‘Clayton’s’)と呼ばれるノン・アルコール飲料のテレビ・コマーシャルの影響で、Clayton’sという語にはかなりの創造的拡張が起こった。そのコマーシャルというのは、次のようなスローガンが出てくるものである。Clayton’s: the drink you have when you’re not having a drinkクレイトン—お酒を飲んでいない時に飲むお酒。この語はそれ以来さまざまな状況で使われるようになった。例えば、政府がなにか公約をして、後に破られると、その公約は「クレイトンの公約」として知られるようになるのである。何がこの拡張の基盤となっているのだろうか。このようにClayton’sが適用される可能性のある例をいくつか作りなさい。

◆元々の用法では、Clayton’sは、当該カテゴリーの純正なメンバーではない事物を指している。従って「クレイトンの約束」は、純正な約束ではない——約束をした人は不誠実である。この表現は、潜在的適用範囲がかなり広い。例えば、a Clayton’s marriage (クレイトンの結婚), a Clayton’s invitation (クレイトンの招待), a Clayton’s offer(クレイトンの申し出) , a Clayton’s guarantee (クレイトンの保証), a Clayton’s policy (クレイトンの政策)等々。

6　This new PC is the Rolls Royce of computers (この新しいパソコンはコンピュータのロールス・ロイス)という表現についてコメントしなさい。どのような意味で、この表現は本文で取り上げたYugoslavia is the Brazil of Europeという文に似ているだろうか(それぞれの例文について、文に表れていないが暗に意味されている意味の特定要素を挙げなさい)。この構文はなぜ創造的に使われるようになるのだろうか。

◆第1文は「新しいPC」の他のPCに対するステイタスは、ロールス・ロイスが他の車に対して持っているステイタスと同じであるという意味である。同様に、第2文はユーゴスラビアがヨーロッパの他の国に対して持っているステイタスはブラジルが南アメリカの他の国に対して持っているステイタスと同じであるという意味である。

◆どちらの場合も、2つのペアを作る4つの参与者がいる。第1文では、最初のペアは「この新しいPC」と「パソコンのドメイン」であり、第2のペアは「ロールス・ロイス」と「車のドメイン」である(「車のドメイン」は明示的には現れていない)。第2文では、最初のペアは「ユーゴスラビア」と「ヨーロッパ」であり、第2のペアは「ブラジル」と「南アメリカ」である(「南アメリカ」は明示的には現れていない)。

◆第1文では、次のようなマッピング関係がある。

   (i)　第1のペアの「この新しいPC」は第2のペアの「ロールス・ロイス」に対応する

  (ii)　 第1のペアの「パソコンのドメイン」は、第2のペアの「車のドメイン」に対応する。

 (iii)　 第1のペアの「この新しいPC」と「パソコンのドメイン」の間の関係は、第2のペアの「ロールス・ロイス」と「車のドメイン」の間の関係に対応する。

◆第2文では、次のようなマッピング関係がある。

   (i)　第1のペアの「ユーゴスラビア」は第2のペアの「ブラジル」に対応する

  (ii)　 第1のペアの「ヨーロッパ」は、第2のペアの「南アメリカ」に対応する。

 (iii)　 第1のペアの「ユーゴスラビア」と「ヨーロッパ」の間の関係は、第2のペアの「ブラジル」と「南アメリカ」の間の関係に対応する。

◆この構造はあるメンタル・スペースでの関係と、別のメンタル・スペースでの関係の間の対応関係を表現したり，創造したり、構築したりするのに使われうる。
